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フランチャイズ契約のご案内 

 

株式会社ダスキン 

〒564-0051 大阪府吹田市豊津町１番３３号 

クリーン・ケア営業本部 運営部 

電話 06-6821-6095 FAX 06-6821-5352  

 

本資料は、これからフランチャイズシステムに加盟されようとしている方々のために、経

済産業省の要請に基づき、中小小売商業振興法（以下「小振法」という）及び中小小売商業

振興法規則（以下「規則」という）並びにフランチャイズシステムに関する独占禁止法上の

考え方について（以下「フランチャイズガイドライン」という）、に従って当社が作成した

ものです。 

    

フランチャイズ契約に際しては、この案内だけでなくできる限りたくさんの資料を読んだ

り第三者にも相談するなど、十分に時間をかけて判断してください。もし不明な点や、この

案内にないことでも確認したいこと等があれば、ご遠慮なく当社にお問い合わせください。 

 

またフランチャイズシステム一般のことや、フランチャイズ契約についての注意点等につ

いてお知りになりたい方は、一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会、へお問い合わ

せください。 

一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会、  

〒105-0001 東京都港区虎ノ門３丁目６番２号 第二秋山ビル 

電話番号 （０３）５７７７－８７０１ 

 

この案内は、平成２８年７月１日に作成され、一般社団法人日本フランチャイズチェーン

協会、経済産業省商務情報政策局商務流通保安グループ流通政策課に提出しているものです。 

 

なお本資料は、当社の責任において作成したものであり、内容について提出先の承認を受

けたものではありません。加盟に際して調査すべき資料については、加盟されようとしてい

る方が事前に自ら確認をして頂くことが必要です。 
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ダスキンメリーメイドフランチャイズチェーンへの加盟を希望される方へ 

～フランチャイズ契約を締結する前に～ 

 

合掌 このたびは、当社のダスキンメリーメイドフランチャイズチェーン（以下「本チェー

ン」という）に多大な関心をお持ちいただきましたこと、心よりお礼申し上げます。 

  

さて、当社は「喜びのタネをまこう」と、昭和３８年創業以来「道と経済の合一」を目指

し「祈りの経営」を経営理念としてかかげ、全ての事業に共通して、フランチャイズ本部と

加盟店とは「運命共同体」との認識のもと、「ダスキンメリーメイド」の名のもとに家事代

行サービス業に関するフランチャイズシステムを展開しております。 

 本チェーンの店舗は、家事代行サービス業としての永年の経験と研究によって開発した経

営ノウハウ、運営システム、ダスキンメリーメイドイメージなどで統一され、お客様に安心

してご利用いただき、今日まで発展してまいりました。 

 

 チェーン運営で一番大切なことは、「統一性」です。お客様に繰り返しご利用いただくた

めには、お客様の信頼を得なくてはなりません。そのためには、どの店舗を利用しても同じ

商品、同じサービスを受けられることが必要です。 

 これを実現するため、本チェーンの経営に参加する方々には、フランチャイズ契約等で定

めたルールを守ることをお約束いただきます。従いまして、最初から本チェーンとは異なる

独自の経営手法を重視され、本チェーンのノウハウ、システム、イメージなどにとらわれな

い経営を希望される方には、本チェーンへの加盟をお勧めできません。 

 

 当社の本チェーンは、当社と加盟店のそれぞれの役割分担が明確になっています。当社は

ノウハウ、商品の開発等のシステムの整備に多額の投資を行い、物流、データ管理、店舗指

導など、加盟店が単独で行うことが困難な業務を一手に引き受けるために多額の費用を支出

しています。一方、加盟店は本部の提供するこれらのシステムを正しく活用して経営を行い

ます。 

 このように分担を明確にした上で、それぞれの役割を忠実、且つ積極的に果たすことが本

チェーンの経営成功の鍵なのです。 

 

 本チェーンの経営をされる加盟者の成功が当社の成長の源でありますので、当社の経営努

力は加盟店の経営支援が中心となります。この意味で、加盟店と当社は共存共栄の関係にあ

ると言えます。 

 

以上の主旨にご賛同していただける方は、次のページへおすすみください。 
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第Ⅰ部 株式会社ダスキンについて 

 

１．わが社の経営理念 
 

（１）祈りの経営ダスキン経営理念 
 

一日一日と今日こそは 

あなたの人生が（わたしの人生が） 

新しく生まれ変わるチャンスです 

自分に対しては 

損と得とあらば損の道をゆくこと 

他人に対しては 

喜びのタネまきをすること 

我も他も（わたしもあなたも） 

物心共に豊かになり（物も心も豊かになり） 

生きがいのある世の中にすること 

 

ありがとうございました 合掌 

 

（２）企業目的 
 

ダスキンは『道と経済の合一』をめざします 

ダスキンは「人を愛し、人を育てます」 

ダスキンは“めい・あい・へるぷ・ゆう？”と呼びかけます 

ダスキンは「喜びのタネまき」をいたします 

 

 

２．本部の概要 
（平成２８年３月３１日現在） 

（１） 商   号：株式会社ダスキン 

（２） 代 表 者：代表取締役社長 山村 輝治） 

（３） 本店所在地： 

〒564-0051 大阪府吹田市豊津町１番３３号 

電話 ０６－６３８７－３４１１（代） 

URL  http://www.duskin.co.jp/ 

（４） 本チェーンの管轄部署名称：クリーン・ケア営業本部 運営部 

（５） 本チェーンの管轄事業本部所在地： 

〒564-0051 大阪府吹田市豊津町１番３３号 

電話 ０６-６８２１-６０９５  FAX ０６-６８２１-５３５２ 

URL  http://www.duskin.co.jp/ 

（６） 設   立：昭和３８年２月４日 

（７） 本チェーンの開始時期：平成元年７月（直営店１号店の開店月） 

平成３年８月（加盟店１号店の開店月） 
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（８） 資 本 金：１１３億円 

（９） 事 業 内 容：マット、モップ等清掃用具その他動産の賃貸業、建物等の清掃業、 

害虫等の防除業、飲食業、その他総合サービス業 

（１０） 従 業 員 数：１,９６０名（契約従業員含む、役員・パート従業員除く） 

（１１） 主 要 株 主：日本製粉株式会社 

（１２） 主要取引銀行：三井住友銀行・三井住友信託銀行 

（１３） 所 属 団 体：一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会、 

国際フランチャイズチェーン協会、社団法人日本訪問販売協会 

（１４） 他に行っている事業の種類： 

ダストコントロール事業 サービスマスター事業 ミスタードーナツ事業 

ユニフォームサービス事業 ターミニックス事業 カフェデュモンド事業 

ヘルス＆ビューティ事業 ホームインステッド事業 かつアンドかつ事業 

トゥルグリーン事業 ヘルスレント事業 レントオール事業 

ザ・シフォン＆スプーン事業   

 

（１５） 沿革 

 

1963年（昭和38年） 

2月 株式会社サニクリーンを設立登記 

11月 ダストコントロール商品の初の生産拠点、吹田工場開設 

1964年（昭和39年） 

6月 株式会社ダスキンに社名変更 

10月 化学ぞうきん「ホームダスキン」全国販売開始 

1969年 （昭和44年） 

8月 国際フランチャイズ協会（IFA）に、日本初のメンバーとして入会 

1971年 （昭和46年） 

4月 ミスタードーナツ事業、１号店をオープン 

4月 サービスマスター事業、１号店をオープン 

7月 ホームダスキンの廃却布を再生した産業用ウエスのレンタルスタート 

1978年 （昭和53年） 

10月 レントオール事業、１号店をオープン 

1981年 （昭和56年） 

5月 ユニフォームレンタル事業（現ユニフォームサービス事業）、１号店をオ

ープン 

1982年 （昭和57年） 

7月 ヘルスケア事業（現株式会社ダスキンヘルスケア）、サービスを開始 

1988年 （昭和63年） 

2月 害虫獣駆除事業（現ターミニックス事業）、１号店をオープン 

1989年 （平成元年） 

7月 メリーメイド事業、１号店をオープン 

1990年 （平成2年） 

9月 カフェデュモンド事業、１号店をオープン 

9月 本社ビル「ダスキンピア」が大阪・江坂に完成 

1991年 （平成3年） 

12月 ザ・どん事業、１号店をオープン 

1993年 （平成5年） 

10月 新フランチャイズシステム「ダスキンサーヴ100」活動スタート 



 8 

1994年 （平成6年） 

12月 

 

統一超商股份有限公司とのライセンス契約で、台湾での「サーヴ100」事業

スタート 

1999年 （平成11年） 

2月 かつアンドかつ事業、１号店をオープン 

4月 ケータリング事業（現ドリンクサービス事業）、サービスを開始 

11月 トゥルグリーン事業、１号店をオープン 

2000年 （平成12年） 

5月 中国でのミスタードーナツ１号店を上海にオープン 

6月 ホームインステッド事業、１号店をオープン 

2003年（平成15年） 

4月 品質保証体制構築のため、「品質保証委員会」設置（現品質・環境委員会） 

4月 コンプライアンス体制構築のため、「コンプライアンス推進会議」設置（現

コンプライアンス委員会） 

2004年 （平成16年） 

10月 

 

統一超商股份有限公司と合弁会社統一多拿滋股份有限公司を設立し、台湾で

のミスタードーナツ１号店を台北にオープン 

2006年 （平成18年） 

11月 三井物産株式会社、楽清服務股份有限公司（台湾の統一超商とダスキンの合

弁会社）と共同で楽清(上海)清潔用具租賃有限公司を設立。中国でのダスト

コントロール事業を開始 

12月 東京証券取引所・大阪証券取引所の市場第1部に上場 

2007年 （平成19年） 

4月 三井物産株式会社との合弁会社「ミスタードーナツコリア」が韓国・ソウル

に1号店をオープン 

2008年 （平成20年） 

1月 株式会社サカイ引越センターと業務提携契約締結 

2月 株式会社モスフードサービスと資本業務提携契約締結 

12月 ミスタードーナツ、上海での事業拡大を目的に台湾の統一超商香港控股と合

弁契約 

2009年 （平成21年） 

1月 株式会社ニチイ学館と資本業務提携契約締結 

2010年 （平成22年） 

10月 アザレプロダクツ株式会社及び共和化粧品工業株式会社の両社を完全子会

社化 

2011年 （平成23年） 

8月 マレーシアでのミスタードーナツ１号店をクアラルンプール近郊にオープ

ン 

2012年 （平成24年） 

3月 MISTER DONUT KOREA CO., LTD.と韓国のFOODMERCE CO., LTD.とで合弁会社

PULMUONE DUSKIN CO., LTD.を設立。韓国でのダストコントロール事業を開

始 

5月 蜂屋乳業株式会社を完全子会社化 

2013年 （平成25年） 

4月 ダスキン共益株式会社とダスキン保険サービス株式会社が合併。 

（存続会社：ダスキン共益株式会社） 

4月 エムディフード株式会社設立 

2014年 （平成26年） 

3月 中外産業株式会社を完全子会社化 

6月 アイス・デ・ライオン事業、１号店をオープン 
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10月 オーストラリアのカフェチェーン「Pie Face」の日本におけるライセンスを

取得 

11月 ザ・シフォン＆スプーン事業、１号店をオープン 

2015年 （平成27年） 

5月 インドネシアでのミスタードーナツ１号店をジャカルタにオープン 

 

（１６） 子会社の名称及び事業内容 

 

事業内容 会社名 

ダストコントロー

ル商品の賃貸及び

販売 

㈱ダスキンサーヴ北海道・㈱ダスキンサーヴ東北 

㈱ダスキンサーヴ北関東・㈱ダスキンサーヴ東海北陸 

㈱ダスキンサーヴ近畿 ・㈱ダスキンサーヴ中国四国 

㈱ダスキンサーヴ九州・楽清(上海)清潔用具租賃有限公司 

㈱ダスキン伊那・㈱ダスキン八代・㈱ダスキン鹿児島 

ダストコントロー

ル商品クリーニン

グ加工及び配送 

㈱ダスキンプロダクト北海道・㈱ダスキンプロダクト東北 

㈱ダスキンプロダクト東関東・㈱ダスキンプロダクト西関東 

㈱ダスキンプロダクト中四国･㈱ダスキンプロダクト九州 

ダストコントロー

ル商品クリーニン

グ加工及び配送並

びに吸着剤製造 

㈱ダスキンプロダクト東海 

 

 

 

モップ、化成品製造 ㈱和倉ダスキン 

マット、化成品及び

吸着剤製造 

㈱小野ダスキン 

ダストコントロー

ル商品の賃貸業代

行 

㈱ダスキンシャトル東京 

ダストコントロー

ル商品の販売 

楽清香港有限公司 

病院、介護施設の衛

生管理 

㈱ダスキンヘルスケア 

総合リース業及び

保険代理業 

ダスキン共益㈱ 

外食業 ㈱どん・エムディフード㈱・エムディフード東北㈱ 

ＭＩＳＴＥＲ ＤＯＮＵＴ ＫＯＲＥＡ ＣＯ.,ＬＴＤ. 

菓子、パン製造業 ㈱エバーフレッシュ函館 

化粧品の製造及び

販売 

アザレプロダクツ㈱ 

共和化粧品工業㈱ 

氷菓、アイスクリー

ム菓子類の製造及

び販売 

蜂屋乳業㈱ 

ユニフォーム製造

及び販売 

中外産業㈱ 
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３．会社組織図 
 

（平成２８年６月１日現在） 

クリーン・ケア教育研修室

直営店運営室 支店

直営店

ケアサービス推進室

ハイジーン・拠点推進室

クリーン・ケアカレッジ クリーン・ケア教育企画室

南関東

営業推進部 ビジネスサービス推進室

ホームサービス推進室

営業拠点
東京 中国・四国

北関東 九州 ケアサービス運営室

地域本部 管理室

北海道 東海・北陸 ホームサービス運営室

東北 近畿
ビジネスサービス運営室

地域サポート室

広告・広報室

店舗サポート室

㈱ｼｬﾄﾙ東京

営業企画部 営業企画室

マーケティング室

運営部 ＦＣ運営室

担当取締役 コールセンター

担当取締役 クリーン・ケア営業本部 サーヴ関係会社

導入･サポート室

セリングストックコントロール室

担当取締役 CCG情報システム開発部 企画開発室

CCG物流部 物流管理室

仕入先管理室

※CCG:クリーン・ケアグループ略称

担当取締役 CCG購買部 第一購買室

第二購買室

地域管理室

事業部管理室

取引管理室

CCG安全対策部 お客様相談室

環境保全推進室

担当取締役 CCG管理部 本部管理室

M&A戦略室

クリーン・ケアグループ

国際室

新規事業開発部 新規事業開発室

ＭＤ台湾 マレーシア

タイ

ｸﾘｰﾝ･ｹｱ海外運営室 サーヴ台湾
フィリピン

ダスキン上海

ﾌﾟﾙﾑﾜﾝﾀﾞｽｷﾝ

国際部 海外戦略室 ダスキン香港 韓国

ﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅﾂ海外運営室 ＭＤ上海 インドネシア

コンプライアンス室

ダスキンミュージアム室

法務・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ部 法務室

ﾀﾞｽｷﾝﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室

生産改革ＰＪ

物流改革ＰＪ

調達改革ＰＪ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑＰＪ

担当取締役 広報部 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ室

Ｐ
Ｊ

経
営
課
題

情報改革ＰＪ ※PJ:プロジェクト略称

商品検査センター 安全性・分析試験室

信頼性・使用価値試験室

担当取締役 経営企画部 経営戦略室

リスク管理室

品質保証･リスク管理部 品質保証室

食品品質保証室

品質保証企画室

環境推進室

情報システム部 情報システム企画開発室

情報システム運用室

業務改革室

ＩＲ室

資金管理室

経営管理部 経営管理室

誠心館

旅行サービス室

経理部 連結管理室

決算経理室

人事部 人事サービス室

人事労務室

人事企画・教育室

総務部 総務室

秘書室

祈りの経営研究所

担当取締役 ダスキン共益㈱

監査役会 常務会 予算進捗会議

監査部

担当取締役 社長室

株主総会 取締役会 代表取締役社長
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※ は株式会社ダスキンからの子会社等への指示命令経路を表します。

ｻﾞ・ｼﾌｫﾝ＆ｽﾌﾟｰﾝ運営室 直営店

※ は組織を表します。

※ は株式会社ダスキンの指示命令経路を表します。

出店室

かつアンドかつ運営室 直営店

ｶﾌｪﾃﾞｭﾓﾝﾄﾞ運営室 直営店

パイフェイス運営室 直営店

研修室

直営店運営室 直営店

担当取締役 ㈱どん

フード開発事業部 企画開発室 直営店

開発部 商品開発室

店舗開発室

新業態開発室

モスド運営室 直営店

ＭＤカレッジ

リスク安全対策室・お客さまセンター

購買物流部 購買室

物流企画室

マーケティング室

販売促進室

広告広報室

情報システム室

出店・改装促進室

東京

東海・北陸

近畿

中四国

九州

運営室

北海道

東北

関東

ミスタードーナツ事業本部 エムディフード㈱

運営部 支部 エムディフード東北㈱

FG管理部 経理室

※FG:フードグループ略称 人事・総務室

関係会社管理室

ＦＣ管理室

情報システム室

関係会社サポート室

フードグループ

担当取締役 ㈱ｴﾊﾞｰﾌﾚｯｼｭ函館

蜂屋乳業㈱

製造管理室
㈱小野ダスキン

製造技術室

設備技術室

管理部 経理室

運営室
大阪中央工場

教育･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室
関係会社工場

製造部 品質管理室
㈱和倉ダスキン

物流部 ストックコントロール室

物流開発室

運営部 横浜中央工場

サービス開発室

ホームインステッド事業部 運営室

企画開発室 直営店

担当取締役 生産本部 新生産事業開発室

ヘルスレント運営室

開発室

直営店運営室 直営店

ライフケア開発本部 企画開発部 事業企画室

商品開発室

ﾍﾙｽ＆ﾋﾞｭｰﾃｨ事業部 企画・運営室

商品開発室

レントオール事業部 レントオール運営室

業務室

担当取締役 アザレプロダクツ㈱

共和化粧品工業㈱

ﾕﾆﾌｫｰﾑｻｰﾋﾞｽ事業部 企画・運営室
中外産業㈱

東日本法人営業室 法人営業拠点

西日本法人営業部 企画室

西日本法人営業室 法人営業拠点

ダスキンお掃除教育研究所

担当取締役 ㈱ダスキンへルスケア

東日本法人営業部 企画室

開発研究所 素材技術研究室

環境衛生研究室

新規加工技術研究室

ターミニックス開発室

メリーメイド開発室

トゥルグリーン開発室

ホームリペア開発室

フィルター商品開発室

衛生・説明商品開発室

快適商品開発室

ケアサービス開発部 サービスマスター開発室

クリーン商品開発部 開発企画室

モップ商品開発室

マット商品開発室

ニューサービス開発部 食領域開発室

ニューサービス開発室

ドリンク・水耕開発室

外国人家事支援人材受入ＰＪ

直販チャネル開発室

組織開発部 組織開発室

ＤＤuet開発室

流通開発室

担当取締役 クリーン・ケア開発本部 事業開発部 コンタクトセンター開発室

 



 12 

４．役員一覧 
（平成２８年７月１日現在） 

 

代表取締役社長   山村 輝治 

専 務 取 締 役   宮島 賢一 

専 務 取 締 役   鶴見 明久 

常 務 取 締 役   岡井 和夫 

取  締  役   楢原 純一 

取  締  役   藤井 修治 

取  締  役   住本 和司 

取  締  役   内藤 秀幸 

取  締  役   鈴木 琢 

社 外 取 締 役   藪 ゆき子 

社 外 取 締 役   山本 忠司 

社 外 取 締 役   片田 純子 

監  査  役   重吉 康人 

監  査  役   吉田 隆司 

社 外 監 査 役   織田 貴昭 

社 外 監 査 役   川西 幸子 

社 外 監 査 役   荒川 恭一郎 

 

 

 

５．直近３事業年度の貸借対照表及び損益計算書 
 

第５４期決算 
 

(うち利益準備金)   

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

貸 借 対 照 表 の 要 旨 損益計算書の要旨
28 3 31

(
27 4 1

)28 3 31

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部 科 目 金　　額

科 目 金 額 科 目 金 額 売 上 高 138,697

流 動 資 産 50,004流 動 負 債 39,399 売 上 原 価 84,212

固 定 資 産 125,147固 定 負 債 10,173 売 上 総 利 益 54,484

有 形 固 定 資 産 41,415負   債   合   計49,573 販売費及び一般管理費 50,891

無 形 固 定 資 産 7,164株 主 資 本 117,162 営 業 利 益 3,593
投資その他の資産 76,566 資　本　金 11,352 営 業 外 収 益 2,879

資 本 剰 余 金 1,090 営 業 外 費 用 336

資本準備金 1,090 経 常 利 益 6,136

その他資本
-

特 別 利 益 564
剰 余 金 特 別 損 失 2,776

利 益 剰 余 金 108,562 税引前当期純利益 3,924

(2,777) 法 人 税 ､住 民 税
971

自 己 株 式 △ 3,843及 び 事 業 税

評 価 ・換 算
8,415

法 人 税 等 調 整 額 1,121
差 額 等 当 期 純 利 益 1,831

純 資 産 合 計 125,578

資  産  合  計 175,151負債純資産合計 175,151
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第５３期決算 

 

 
 

 

第５２期決算 

 

(うち利益準備金)   

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

貸 借 対 照 表 の 要 旨 損益計算書の要旨
26 3 31

(
25 4 1

)26 3 31

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部 科 目 金　　額

科 目 金 額 科 目 金 額 売 上 高 142,589

流 動 資 産 38,901流 動 負 債 39,363 売 上 原 価 86,558

固 定 資 産 147,394固 定 負 債 15,296 売 上 総 利 益 56,030

有 形 固 定 資 産 41,282負   債   合   計54,660 販売費及び一般管理費 52,327

無 形 固 定 資 産 7,527株 主 資 本 129,276 営 業 利 益 3,702
投資その他の資産 98,584 資　本　金 11,352 営 業 外 収 益 3,363

資 本 剰 余 金 1,090 営 業 外 費 用 271

資本準備金 1,090 経 常 利 益 6,795

その他資本
-

特 別 利 益 12
剰 余 金 特 別 損 失 264

利 益 剰 余 金 120,159 税引前当期純利益 6,542

(2,777) 法 人 税 ､住 民 税
2,013

自 己 株 式 △ 3,326 及 び 事 業 税

評 価 ・換 算
2,359

法 人 税 等 調 整 額 615

差 額 等 当 期 純 利 益 3,914

純 資 産 合 計 131,635

資  産  合  計 186,295負債純資産合計 186,295
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６．売上・出店状況 
 

（１）本チェーン売上高推移（単位：百万円） 

年  度 加盟店 直営店 合  計 

平成２５年度 ８，９３８ ７８０ ９，７１８ 

平成２６年度 ９，１９６ ８０３ ９，９９９ 

平成２７年度 ９，６３５ ８２５ １０，４６０ 

 

（２）本チェーン店舗数推移（各事業年度の末日における加盟者の店舗の数） 

年  度 加盟店 直営店 合  計 

平成２５年度 ６８８ ２０ ７０８ 

平成２６年度 ７１６ １９ ７３５ 

平成２７年度 ７３０ ２０ ７５０ 

 

 

７．加盟者の店舗に関する事項 
 

・ 直近 3事業年度の各事業年度内に新規に営業を開始した加盟者の店舗数（直営店含） 

年  度 新規に営業を開始した加盟者の店舗数 

平成２５年度 ２６ 

平成２６年度 ３０ 

平成２７年度 ２２ 

 

・ 直近 3事業年度の各事業年度内に解除された契約に係る店舗数（直営店含） 

年  度 契約を中途で終了した加盟者の店舗数 

平成２５年度 ７ 

平成２６年度 ７ 

平成２７年度 １１ 

 

・ 直近３事業年度の各事業年度内に更新された契約に係る加盟者の店舗数及び更新

されなかった契約に係る加盟者の店舗数（直営店含） 

年  度 更新された加盟者の店舗数 更新されなかった加盟者の店

舗数 

平成２５年度 ５４４ ０ 

平成２６年度 ５５５ ０ 

平成２７年度 ６４２ ０ 

 

 

８．訴訟件数 
直近５事業年度の各年度内に加盟者又は加盟者であった者から提起された訴えの

件数及び当社より提起した訴えの件数 

年  度 加盟者又は加盟者であった者

から提起された訴えの件数 

当社より提起した訴えの件

数 

平成２３年度 ０ ０ 

平成２４年度 ０ ０ 

平成２５年度 ０ ０ 

平成２６年度 ０ ０ 

平成２７年度 ０ ２ 
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第Ⅱ部 フランチャイズ契約の要点 
 

１．契約の名称 
 

「ダスキンメリーメイドフランチャイズチェーン加盟契約書」 

 

※ メリーメイドフランチャイズチェーンでは、「お掃除おまかせサービス」と「家

事おてつだいサービス（おかたづけサービスを含む）」があり、すべてのサービ

スを取り扱うお店を「総合店」と称し、「家事おてつだいサービス（おかたづけ

サービスを含む）」のみを取り扱うお店を「家事おてつだいサービス店」と称し

ます。なお、「家事おてつだいサービス店」は、本加盟時において既に株式会社

ダスキンが主宰統括する事業のいずれかに加盟している場合のみ選択すること

ができます。 

 

 

２．売上・収益予測についての説明 
 

本部は、加盟店の売上及び収益に関する予測はいたしません。なお、本部は、加盟店

が本チェーンに加盟するか否かの判断をするための資料として、既存店舗の実績やモ

デルフォーム等本部が調査した資料を交付することはありますが、当該資料はあくま

でも参考として交付した資料であり、結果を保証するものではありません。 
 

 

３．加盟に際しお支払いいただく金銭に関する事項 
 

（１）加盟金 
① 金銭の額 

・総合店………１,５００，０００円 

（但し、本加盟時において既に株式会社ダスキンが主宰統括す

る事業のいずれかに加盟している場合は、７５０，０００円

同一法人により同一都道府県内に同一事業を出店の場合は不

要。） 

・家事おてつだいサービス店････１００，０００円 

（但し、株式会社ダスキンが主宰統括する事業のいずれかに

加盟している場合のみに限る。同一法人により同一都道府

県内に同一事業を出店の場合は不要。） 

② 金銭の性質 

本チェーン加盟に対する対価です。 

③ お支払いいただく時期及び方法 

「加盟契約代表者研修会」受講日までに、本部指定の口座にお振り込みいいただ

きます。 

④ 当該金銭の返還の有無及び条件 

加盟金については､契約調印後は一切返還されません｡但し、加盟店は本部がや

むを得ない理由であると認めた場合に限り本契約を解約して返還を求めるこ

とができますが、本部は、加盟店の事業展開の準備のために本部が要した費用

その他本部の損害を差し引いた上で返還します。 

⑤ その他 

決済に際し必要な手数料は、すべてご負担いただきます。 

消費税は別途お預かりいたします。 
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（２）保証金 
     原則は該当ありません。但し、本加盟時において加盟店又は加盟店の関連する企

業等が本部の主宰統括するケアサービス関連事業と競合する事業を行っている場

合、500,000 円の保証金を預託していただきます。 

 

（３）初期キット（資器材・販促助成物・店内教育研修ツール費） 
① 金銭の額（概算） 

・総合店……･･･…約６１０，０００円 

・家事おてつだいサービス店･･･約１５０，０００円 

※ 新商品追加や改廃により金額は変更されることがあります。 

② 金銭の性質 

開業時に必要な商品､販促用具､帳票セット、店内教育研修ツール一式の対価で

す。 

③ お支払いいただく時期及び方法 

商品発送月分を毎月月末に締め切り、翌月の２３日に加盟店指定の預金口座よ

り自動振替にてお支払いいただきます。 

④ 当該金銭の返還の有無及び条件 

原則として商品の売買が完了した後は、返還しないものとします。 

⑤ その他 

決済に際し必要な手数料は、すべてご負担いただきます。 

消費税は別途お預かりいたします。 

 

（４）研修費 
① 金銭の額 

イ．加盟契約代表者研修会（加盟契約調印式） 

総合店…････････････････････  １名につき１８，０００円 

  但し、本加盟時においてすでに株式会社ダスキンが主宰統括するケアサー

ビス４事業のいずれかに加盟している場合又は家事おてつだいサービス

店は１名につき５，０００円） 

ロ．新規加盟店基本研修会（マネジャーライセンス取得研修） 

総合店････････………………… １名につき２００，０００円 

  家事おてつだいサービス店････････１名につき６０，０００円 

※ 上記の研修それぞれ１名追加ごとに同額の研修費を別途申し受けます。 

ハ．社外施設での研修･………………･…１名につき３４，０００円（税込） 

※ すでに社外施設研修受講済みの方は必要ありません。 

② 金銭の性質 

イ．加盟契約代表者研修会の参加費用です。総合店の費用には一部の食費が含

まれます。 

（宿泊が必要な場合は、加盟店でご手配いただきます。） 

ロ．新規加盟店基本研修会の参加費用です。食費・教材費等を含みます。なお、

総合店の新規加盟基本研修費用には宿泊費を含みます。 

ハ．社外施設研修の参加費用です。社外施設での宿泊費、１日目の昼食から最

終日の昼食までの食費が含まれます。 

③ お支払いいただく時期及び方法 

イ．ハ．「加盟契約代表者研修会」開催までに本部指定の期日及び本部指定の

口座に振り込んでいただきます。 

ロ．新規加盟研修会の費用は研修開始日までに指定口座に振り込んでいただき

ます。なお、天災・健康面などやむなき理由でキャンセルする場合は返金

させていただきます。諸事情で研修途中お帰りの場合は次回の研修を受講

いただきます。 

④ 当該金銭の返還の有無及び条件 
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研修の受講開始後は理由の如何を問わず返還しません。受講済みの内容の如何

も問いません。宿泊や食事が不要の場合であっても研修費の減額は致しません。 

研修開始前の場合であってもキャンセル料などが発生する場合は実費をご負

担いただきます。 

⑤ その他 

決済に際し必要な手数料は、すべてご負担いただきます。 

消費税は別途お預かりいたします。 

尚、研修費用等は変更する場合があります。 
 

（５）店舗看板費 

① 金銭の額 

・店舗看板費………約５１，０００円（基本サイズ） 

壁面看板４５，０００円、ドアサイン(2 枚)１６，０００円 

・車両看板……… 約２７，６００円（軽車両看板） 

※設置費用は別途 

② 金銭の性質 

加盟する事業に関する看板の費用です。 

③ お支払いいただく時期及び方法 

金額が確定後、指定取引業者より請求書を送付しお支払いいただきます。 

④ 当該金銭の返還の有無及び条件 

店舗看板設置工事が完了した後は返還しません。ただし、フランチャイズ契約

の終了時には、すべて抹消していただきます。 

⑤ その他 

決済に際し必要な手数料は、すべてご負担いただきます。 

消費税は別途お預かりいたします。 

工事に伴う諸経費は含まれません。 

 

 

４．オープンアカウント、売上金等の送金 

 

該当ありません。 

なお、オープンアカウントとは、加盟店と本部間において発生する種々の金銭債権債

務について、それを相殺する勘定を設定しその会計処理を本部が行うことを一般に

「オープンアカウント」と呼び、一部のコンビニエンス・ストアにおいてとられてい

る仕組みです。 

 

 

５．オープンアカウント、金銭の貸付・貸付の斡旋等の与信利率 
 

該当ありません。 

 

６．加盟者に対する商品の販売条件に関する事項 
 

(１)加盟者に販売又はあっせんする商品の種類 

イ.販売商品：一定水準以上のサービス技術・体系を保持するために、営業上必要な 

洗剤・原材料および資器材並びに帳票販促物。 

ロ.斡旋商品：① 培養土、トイレットペーパー、ティシュペーパー、水切りゴミ袋な 

ど本チェーン独自の顧客向け販売商品。 

② スポンジや芳香剤等本チェーン以外の本部が主宰統括する他のチ 

ェーンで取り扱う、一部の商品。 

(２)商品等の供給条件 
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商品の仕入れにあたっては、本部の指定する基準に基づき本部より行うものとします。 

(３)仕入先の推奨制度 

該当ありません。 

(４)発注方法 

本部指定のコンピューターにてオンラインにより発注していただきます。 

(５)売買代金の決済方法 

上記(１)のイ及びロ.①： 

資器材・帳票・販促物の発送月（発送した日を基準と致します）の月末で締め切り、

翌月 23 日に（休日の場合は、翌営業日）に加盟店指定の預金口座より自動振替にて

お支払いいただきます。 

上記（１）のロ.②： 

加盟店指定の預金口座より週 1回の代金決済。1週間の仕入金額を「自動振替通知書」

単位で原則翌週の銀行決済日（加盟店の取引銀行により決済日は異なります）に自動

振替にてお支払いいただきます。 

※決済に際し必要な手数料は、すべてご負担いただきます。 

(６)返品 

一旦発注されたものに関しては、本部の責に帰すべき事由のない限り返品できません。 

(７)販売方法 

本部指定のマニュアルに基づき販売していただきます。 

 

 

７．経営の指導に関する事項 
 

（１）加盟に際しての指導 
① 研修 

イ．加盟契約代表者研修会 

最終的な加盟意思確認の決定と加盟に際し加盟代表者がダスキンの経営理念、

加盟店オーナーとして必要な知識を習得していただく研修会です。また、同時

に加盟契約調印式も実施します。 

 

ロ．新規加盟店基本研修会 

経営知識・運営知識・営業知識・資器材・技術サービスの理論と実習等を、マ

ニュアルおよび視聴覚教材等により７日間(家事おてつだいサービス店は４日

間)実施されます。 

＊日数や内容は、変更する場合があります。 

 

    ハ．開店指導 

      開店に必要な販促の実施およびアルバイトの教育指導計画や標準的な事務所

レイアウト、資器材の点検等のチェック及び指導を行います。 

② マニュアル一式の貸与 

経営・運営・営業・資器材・技術サービスに関するマニュアルおよび視聴覚教

材を貸与いたします。 

 

（２）継続的経営指導 
① 個別もしくはグループ指導 

イ．オープン時の指導 

オープンまでの運営およびオープン前の各種事前相談を行います。 

ロ．巡回指導 

経営・運営・営業等の店舗運営全般にわたって、本部が必要と判断した場合、

巡回訪問して指導にあたります（随時）。 

ハ．グループ指導 
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オーナー及び事業責任者を、必要に応じエリア単位で一同に会して情報伝達や

政策の進行状況をチェックし、目標達成のための方法を検討・指導いたします。 

   ② 経営分析情報の提供 

      必要に応じ全店の分析資料を作成し、各店ごとに送付します。 

③ 電話相談 

電話による個別相談（随時） 

④ 各種研修会・会議 

イ．年間定例化した事業政策発表の場及び政策推進見直し会議を実施いたします。 

●ダスキンクリーン・ケアグループ政策勉強会     年１回 

※会議の参加費用はケースにより異なりますが、有料の場合があります。 

ロ．年間定例化した運営・営業の向上及び見直しの場として各種の会議・研修を実

施いたします。 

●事業責任者会議   年５回 

●免許更新研修    ３年に１回更新 

ハ．上記の他に、本部が必要とした場合、各種研修会を開催することがあります。 

＊会議の回数、内容は変更する場合があります。 

継続的経営指導に伴う費用（電話代、各種研修会・会議の旅費交通費・食費）はすべ

てご負担いただきます。また、加盟店からの要請による特別指導にかかる費用（本部

スタッフの旅費交通費）はご負担いただきます。 

 

 

８．使用していただく商標、その他の表示に関する事項 
 

（１）商標・サービスマークの使用について 
本部が有する各種商標・サービスマークのうち、下記の「（３）商標・サービスマ

ーク」記載のものを本部が定める方法により使用することを許可します。 

また、加盟店は、営業店名を原則として「ダスキン〇〇メリーメイド」（〇〇は店

舗所在地の町丁名）という統一呼称を用いるものとし、「ダスキン」および「メリ

ーメイド」の知名度のある商標・サービスマークの使用を許諾されると共に、使用

を義務づけられるものとします。 

ただし、当該商標・サービスマークおよびこれに類似する商標、サービスマークを

自己のものとして、商号登記・商標登録等してはならないものとします。 

尚、店名の決定は、加盟店の申し出により本部が決定し承認するものとします。 

 

（２）その他の表示に関する事項 
① 車輛は本部の定める方法により指定のマーキングフィルムを貼付していただ

きます。 

② 本部指定のユニフォームを着用していただきます。 

③ 標準店舗に基づく本部指定の店舗看板を設置していただきます。 

（※店舗看板は店舗の立地条件などを考慮の上指導いたします） 

 

（３）商標・サービスマーク 
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（４）表示の条件 
上記の商標は､当該事業の経営を目的とすること以外に、また本部の定める方法以外

で使用してはならないものとします。 

 

 

９．契約期間、契約の更新及び契約解除に関する事項 
 

（１）契約の期間 
契約締結の日より４ヶ年間です（ただし、４年目の途中で３月３１日があるときは、

その日までとします）。 

 

（２）更新の条件及び手続き 
本部、加盟店のいずれかにより、契約期間満了の３ヶ月前までに書面にて更新しな

い旨の意思表示がない場合は、１ヶ年間更新され、その後期間満了の都度この例に

よります。 

 

（３）契約解除の要件 
① 本部と加盟店の双方が合意に達した場合。 

② 加盟店が、書面により３ヶ月前までに予告し、解約する場合。 

③ 本部が、書面により３ヶ月前までに予告し、解約する場合。 

④ 本部による催告つき解約について 

・ 本契約および本契約に関する取引代金等の本部または関連取引先への金銭

債務の支払いが延滞した場合。 

・ 本部の書面による事前承認を得ずに継続して３０日間以上事業活動を行わ

ない場合。 

・ 本部が定めた方法、システムに基づかずに事業展開を行った場合。 

・ 本部の定めたシステム、ノウハウを本部が認めた本契約に定める事業以外に

使用した場合。 

・ 本部の知的財産権等や組織を利用して本部の承認を得ていない一切の事業

活動その他の営業を行った場合。 

・ その他本部の定める方式に基づく事業展開が行われない場合。 

・ 加盟店が本部の商号（株式会社ダスキン）を用いて第三者と契約を結んだ場

合。 

・ 加盟店が本部に提出すべき報告に関し、故意に虚偽の報告をした場合。 

・ その他、加盟店が本契約の各条項の一つにでも違反した場合。 

⑤ 本部による無催告解約について 

・ 支払責任のある手形、小切手が不渡りとなり、その他支払いを停止した場合。 

・ 他から仮差押･仮処分・強制執行・競売・滞納処分を受け、または破産・民

事再生・特別清算・会社更生手続等の申立を受け、もしくは自らその申立を

した場合。 

・ 自己の財産または営業の全部または重要な部分を第三者に譲渡または担保

に供したとき。 

・ 加盟店の債務履行が極めて困難になったと本部が判断する場合。 

・ 加盟店が禁治産宣告もしくは準禁治産宣告を受けていた場合、後見、保佐、

補助の審判または失踪の宣告を受けた場合。 

・ 加盟店が刑事訴追を受けた場合。 

・ 加盟店が暴力団またはその関係者と関係があることが判明した場合､公序良
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俗に反する反社会的団体またはその関係者と関係があることが判明した場

合。 

・ 加盟店に本契約に定める事業および本部の信用もしくは名誉を著しく損な

う言動もしくは行為があった場合。 

・ 本部が主宰統括する他の事業に関する契約に重大な違反があり、解約となっ

たとき。 

 

（４）契約終了の手続き 
① マニュアル等、本部が貸与しているすべての物品を返還していただきます。 

② 当該事業に関し許諾していた一切の商標、サービスマーク等の表示を、すべて抹

消していただきます。 

③ サービスが継続しているお客様のサービス責任は、当然にダスキンに帰属するも

のとし、本部が指定する直営店または加盟店が引き継ぐものとします。 

④ 顧客名簿及び顧客との接触頻度、加盟店への好意度、サービス提供状況等を記録

した資料を本部に無償で引き渡すものとします。 

⑤ 本部より買い入れた洗剤、資器材、印刷物等を有償または無償で本部に引渡しも

しくは処分していただきます。 

⑥ 本部および取引先等に負っている債権債務を清算していただきます。 

 

 

（５）契約解除によって生ずる損害賠償金の額又は算定方法その他の義務につ

いて 
① 加盟店が本部に損害を及ぼしている場合は、その賠償の責を負うものとします。 

② 加盟店の契約違反に基づき契約が終了した場合は、終了前過去１ヶ年間のロイヤ

ルティの３倍相当額を損害賠償の予定として支払い、更に損害があればそれも賠

償するものとします。 

③ 当該契約が解除されたときは、本部との間に存する他の契約も全て本部より解除

されたものとみなされて当然に終了するものとします。ただし、本部より書面に

よる別段の意思表示があったときは、この限りではありません。 

 

 

１０．定期的にお支払いいただく金銭に関する事項 
 

（１）ロイヤルティ 
① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

本チェーン事業における総売上の次の利率。総売上とは、当該事業に基づくフ

ランチャイズ契約のもとで行う、営業から生ずる売上の総額（代金が回収され

たか否かは問いません）をいいます。 

売上の８％相当額 

② 金銭の性質 

商標等の使用料及びノウハウ授与の対価。 

③ お支払いいただく時期 

当月分を毎月末日に締め切り、翌月２３日（休日の場合は、翌営業日）にお支払

いただきます。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

 ⑤ その他 

消費税は別途お預かりいたします。 

 

（２）広告分担金 
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① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

本チェーン事業における総売上の１％。 

② 金銭の性質 

本部が行う広告に要する費用の分担金。 

③ お支払いいただく時期 

当月分を毎月末日に締め切り、翌月２３日（休日の場合は、翌営業日）にお支払

いただきます。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

⑤ その他 

消費税は別途お預かりいたします。 
 

（３）店舗業務システム導入（コンピュータシステム使用料） 
本部指定のコンピュータシステムをご使用いただきます。ご使用にあたりダスキン

のネットワークに接続いただく必要があり、通信回線およびパソコン等の準備をい

ただきます。 

なお、本加盟時において既に株式会社ダスキンが主宰統括する事業のいずれかに加

盟し、店舗業務システムを利用している場合、システム上の統合を行う事により同

一環境で利用可能です。 

① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

 ※いずれの場合も初期導入費用は別途ご負担いただきます。 

下記 2つの方法よりお選びいただきます。 

【売上連動使用料型】 

システム使用料・・・総売上×0.5％(上限 20 万円 下限 7万円)(月額) 

総売上とは、当該事業に基づくフランチャイズ契約のもとで行う営業から

生ずる売上の総額をいいます。 

必須システム以外のオプションシステム分は一部を除き別途使用料が必

要。 

機器の準備・・・全て本部が準備。 

機器の費用・・・本部から貸与。 

        標準装備分はシステム使用料に含む。 

        追加機器分は、別途使用料支払い。 

回線使用料・・・システム使用料に含む。 

 

【積算使用料型】 

必須システム使用料･･･２２，０００円(月額) 

※パソコン１台追加･･･５，０００円(月額)  

※USB 認証キー方式で導入の場合、キーの追加・紛失は、17,000 円/本が必

要。 

※オプションシステムは別途使用料が必要。 

       ※導入時に、初期工事費が必要となる場合があります。詳しくは別紙「情報

連携システム・店舗業務システムへの接続方法」をご確認ください。 

機器・回線の準備・・・システム利用に当って必要とされる規格のコンピュー

タ・プリンターをご用意頂き、システムをインストールいたします。 

システム利用に当って必要とされる回線を整備いただきます。（ＡＤＳＬまた

は光ファイバー） 

※なお、｢店舗業務システム｣と『情報連携システム』は同じ通信回線、同じパ

ソコンで利用可能です。 

 

② 金銭の性質 

システム使用料 

③ お支払いいただく時期 
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当月使用料を、翌月の１５日までにお支払いいただきます。なお、通常のお取

引口座と同一の口座でも結構ですが、別途取引登録をしていただきます。※取

扱銀行の指定があります。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

※上記の内容は、変更する場合があります。 

⑤ その他 

消費税は別途お預かりいたします。 

 

（４）顧客維持システム（メリーゴール） 

① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

 メリーゴールの運用のためお客さまサービス料金５，０００円（税別）に１ポイ

ント付与します。１ポイントにつき２０円（税別）が加盟店負担となります。 

② 金銭の性質 

お客さまに付与したポイントを加盟店ごとに合算し、毎月請求するため商品交換

時に経費が集中せず加盟店における開拓促進費（ポイント制度に要する費用）と

なり毎月平準化することができます。ポイントの有効期限切れや解約等の場合、

失効し、お支払いただいた運用費用は返金されません。 

③ お支払いいただく時期 

当月サービス実施実績分を月末で締め切り、お客さまごとに集計を行い、翌々月

１５日（休日の場合は、翌営業日）にお支払いただきます。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

⑤ その他 

     消費税は別途お預かりいたします。 

 

（５）損害賠償責任保険 
① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 
 総合店･･････････････････････ ３０，１９５円（年額） 

 家事おてつだいサービス店････ １６，７８９円(年額) 

＊保険分担金額は、毎年見直しを行い、変動する場合があります。また、オプショ

ン契約も別途あります。 

② 金銭の性質 

加盟店がメリーメイド事業の営業を通じて、将来的に発生する恐れのある種々の 

損害賠償責任を担保するための保険分担金 

③ お支払いいただく時期 

新規店基本研修会終了の翌日より加入（年度途中の場合は月割りで請求します）。

以降、一括支払いとし、毎年１月度請求・送金通知書にて請求し、お支払いいた

だきます。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

⑤ その他 

     保険期間は３月１日午後４時から翌年の３月１日午後４時となります。 

（６）ダスキンネットワークへ加入と情報連携システム導入 
一般消費者へ便利・安全・安心をお届けする為に、ダスキンの構築する『ダスキ

ンネットワーク』に加入いただきます。つきましては、本部および加盟店間の情

報連携を円滑に行って頂くために情報連携システムを導入いただきます。 

なお、本加盟時において既に株式会社ダスキンが主宰統括する事業のいずれかに

加盟し、情報連携システムを利用している場、システム上の統合を行う事により

同一環境で利用可能です。 
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① 金銭の額 

・システム使用料………５，０００円（月額） 

※USB 認証キー方式で導入の場合、キーの追加・紛失は、17,000 円/本が必

要。 

※オプションシステムは別途使用料が必要。 

 ※導入時に、初期工事費が必要となる場合があります。 

詳しくは別紙「情報連携システム・店舗業務システムへの接続方法」をご確 

認ください。 

② 金銭の性質 

システム使用料 

③ お支払いいただく時期及び方法 

当月使用料を、翌月の１５日までにお支払いいただきます。加盟店指定の預金

口座より自動振替にてお支払いいただきます。 

なお、通常のお取引口座と同一の口座でも結構ですが、別途に取引登録をして

いただきます。 

※取扱銀行の指定があります。 

④ 当該金銭の返還の有無及び条件 

システム使用料については、使用頻度や紹介の有無などに関わらず一切返還さ

れません｡ 

⑤ その他 

システム利用に当たって必要とされる規格のコンピューターをご用意頂き、シ

ステムをインストールいたします。 

加盟店はシステム利用に当たって必要とされる回線を整備いただきます。（Ａ

ＤＳＬまたは光ファイバー） 

引き落としにかかる手数料はすべてご負担いただきます。 

消費税は別途お預かりいたします。 

※なお、｢店舗業務システム｣と『情報連携システム』は同じ通信回線、同じパ 

ソコンで利用可能です。 

 

 

１１．その他、本部を対象としない支払いについて 
 

（１）ダスキン全国ケアサービス加盟店会 
①お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

     入会金 １０,０００円（初回のみ） 

会 費 契約１会員あたり  

全国会会費 月額２，０００円 

ブロック会会費・エリア会会費は各ブロック会及びエリア会により異なります。 

※ 但し、同一法人が同一エリア内で複数のケアサービス事業（サービスマスタ

ー、メリーメイド、ターミニックス、トゥルグリーン）を導入、又は複数拠点

を展開している場合は、一会員とします。 

② 金銭の性質 

加盟店会に対する会費です。 

③  お支払いいただく時期 

上半期分（ ４月～９月分） ３月請求４月引落し 

下半期分（１０月～３月分） ９月請求１０月引落し 

※初回分の費用は新規加盟店基本研修会終了日の翌月、またはライセンス移行日

の翌月より請求します。 

④ お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にて本部が収受の上、加盟店を代理してダス

キン全国ケアサービス加盟店会にお支払いいたします。 
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（２）あい・あいくらぶ 
① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

     Ａ会員   月額会費５４０円（対象はアルバイト、パートを目安とします） 

     Ｂ会員   月額会費９８０円（対象は従業員を目安とします） 

     シルバー会員 月額会費５４０円（７０才以上の会員※新規加入はできません） 

② 金銭の性質 

ダスキンファミリー共済会「あい・あいくらぶ」の共済制度に基づく共済金です。 

③ お支払いいただく時期 

当月の会費を翌月にお支払いただきます。 

④  お支払いいただく方法 

加盟店指定の預金口座より自動振替にてダスキンファミリー共済会「あい・あい

くらぶ」にお支払いいただきます。 

 

（３）ダスキン愛の輪基金 
① お支払いいただく金銭の額又は算定方法 

     法人会員   年会費 １２０,０００円（この運動に賛同し協力いただける方） 

     特定法人会員 年会費  ６０,０００円（この運動に賛同し協力いただける方） 

     エルダー会員 年会費  １２,０００円（この活動に積極的に取り組んでいただける方） 

     個人会員Ａ  年会費   ３,０００円（街角でボランティアを行動いただける方） 

     個人会員Ｂ  年会費   １,０００円（加盟店の従業員対象）       

    個人会員Ｃ  年会費     ５００円（加盟店のアルバイト、パート対象） 

② 金銭の性質 

公益財団法人ダスキン愛の輪基金に対する寄付。 

１９８１年、国連で決議された「国際障害者年」に発足し、様々な障害を持った

方々が社会への完全参加が果たせるよう，企業集団が中心となって障害者福祉の

発展に色々なお手伝いを推進してゆく社会運動です。 

※ ダスキン愛の輪基金は、内閣府認定の公益財団法人です。特定の宗教や政治

団体とは一切関係ありません。会費は寄付控除の対象になります。 

③ お支払いいただく時期 

  いつでもご入会いただけます。会員期間は入会日から１年間です。 

④ お支払いいただく方法 

愛の輪基金指定の預金口座に振込又は加盟店指定の預金口座より自動振替にて

愛の輪基金にお支払いただきます。 

 

 

１２．営業時間並びに営業日・休業日について 
 

（１）営業時間 
原則として、午前８時３０分から午後５時です。 

 

（２）営業日 
原則として、毎週月曜日から金曜日までです。 

 

（３）休業日 
原則として、毎週土・日曜日及び祝祭日、年末年始並びにお盆休みです。 

ただし、お客様の要望によるサービスの実施など必要に応じて対応します。 
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１３．テリトリー権の有無及びその内容について 
 

指定営業地域として、原則、都道府県単位で設定し、当該地域で営業する権利を付

与します。加盟店は当該地域内に限定し本事業を展開するものとし、当該地域外で

は事業展開してはなりません。また、指定営業地域については、独占的権利を与え

るものではなく、将来、当該地域に本部の直営店または他の加盟店を出店させるこ

とがあります。 

 

 

１４．競業禁止義務の有無及びその内容について 
 

加盟店及びその代表者・役員は、フランチャイズ契約の有効期間中はもとより、フ

ランチャイズ契約終了後といえども１８ヶ月間は本部の書面による承諾なき限り、

その名義・態様の如何を問わず、本部より指定された指定営業地域が属する都道府

県内において、本事業と同一または類似の営業ないし営業の部類に属する取引を行

ってはならず、他をして行わせてはならないものとします。 
 

 

１５．守秘義務の有無及びその内容について 
 

加盟店は、フランチャイズ契約の有効期間と終了後とを問わず、自店の従業員およ

び事業活動の協力者またはお客様に対して事業展開上説明を必要とする場合を除

き、当該事業の組織機構・事業展開方法・料金価格体系・サービスシステムその他

の事業ノウハウを他に開示、漏洩してはならないものとします。また、本部より配

布もしくは貸与されたマニュアル・書類は、本部が所有権・著作権を有するため加

盟店は厳重に保管し、フランチャイズ契約の有効期間中と終了後とを問わず本部の

書面による承認を得ずに閲覧、謄写等をさせてはならないものとします。特に本部

が｢秘｣と指定した文書は第三者の目に触れないよう保管すると共に何人にもこれ

を閲覧、謄写させてはならないものとします。 

 

 

１６．店舗の構造又は内外装について加盟者に課する特別の義務に

ついて 
 

加盟店は、本部との統一的イメージを保持するため、営業所・事務所等加盟店の事

業所の内装、外装について、本部が定める指定の看板を設置するものとし、また  

標準仕様、標準規格等に合致する表示、塗装、照明等を施工するものとします。さ

らにまた、事業所の内外及び周辺だけでなく、営業、サービス提供に使用する車輌

の内外をも常に良好かつ清潔で魅力的な状態に保持し、事業所については、本部が

指示する内容に従って、修理・改装等を自己の費用負担をもって行うものとします。 

※ 詳細は、本部が指導いたします。 

 

 

１７．契約違反した場合の違約金、課される義務について 
 

① 加盟店が、本部に損害を及ぼしている場合は、その賠償の責を負うものとし

ます。 

② 加盟店の契約違反に基づき契約が終了した場合は、終了前過去１ヶ年間のロイ

ヤルティの３倍相当額を損害賠償の予定として支払い、更に損害があればそれ

も賠償するものとします。 
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③ 加盟店又はその代表者・役員が競業禁止義務に違反した場合は、本部は競業の

差し止めをできるほか、加盟店又はその代表者らが当該営業又は取引により受

けた利益もしくは本契約終了前１８ヶ月の売上高を基準とした利益のいずれ

か多い額を本部の損害額とみなし、加盟店に請求できるものとします。 

④ ロイヤルティの支払いを遅滞した場合は、年８％の割合による遅延損害金を支

払うものとします。 

 

 

１８．事業活動上の損失に対する補償の有無及びその内容等 
 

事業活動上の損失に対する補償制度や経営不振となった場合の補償制度等はあり

ません。 

 

 

１９．加盟者に課する特別の義務について 
 

（１）「祈りの経営」経営理念の賛同 
    ダスキン「祈りの経営」の経営理念に全面的に賛同し、本部の指導に従って取引条

件を厳守していただきます。 

 

（２）コンピュータの設置 
    加盟店は、研修受講後、ダスキンメリーメイド事業のイメージ統一、フランチャイ

ズチェーンのイメージ統一、サービス水準の維持、顧客管理、営業データ蓄積、情

報の共有のため、本部の指定するコンピュータシステムを自己の費用負担をもって

導入していただきます。 

 

（３）資金等の確保 
   ダスキンメリーメイドフランチャイズ事業の展開に先立ち、必要な店舗，資器材、

洗剤などと従業員および店舗取得費とは別途に約１５，０００，０００円(家事おて

つだいサービス店の場合は約２，０００，０００円)の資金を確保していただきます。 

 

（４）研修の受講 
   開業時に、本部規定の専従となる従業員に大阪の研修施設（ダスキンスクール）で

の基本研修と、１名の事務員の現地での研修を受講していただきます。(家事おてつ

だいサービス店の場合、地域本部開催の基本研修に受講。) 
 

（５）損害賠償責任団体保険の加入義務 
    加盟店は、メリーメイド事業を営む上で将来、一般のお客様に対し万一の加害や物

損を及ぼす恐れがあることを想定し、これらを担保するために損害賠償団体保険に

加入していただきます。 

＊なお、当保険はメリーメイドフランチャイズ全体の名誉・信用を維持するために

本部が制定しているものです。 

 

（６）売上目標の達成努力義務 
加盟店は、本部と協議して設定した売上目標については、特別の理由がない限り達

成する努力義務を負うものとします。 
 

（７）名義貸し、譲渡の禁止 
加盟店は、フランチャイズ契約によって取得した当該事業を、自らもしくは自らが

直接雇用する従業員のみで実施するものとし、第三者に名義貸しをしたり、下請け
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を使ったり、譲渡することはできません。 
 

（８）店舗及び看板設置の義務 
    加盟店は、本部の規定する仕様の店舗及び看板を設置し、本部の指定するファサー

ドにしていただきます。 

 

（９）本部指定の資器材、洗剤の使用と行程の遵守 
ダスキンメリーメイド事業イメージの統一、サービス水準の維持のために本部の定

める仕様の資器材・洗剤を使用し、定められたサービス行程を遵守していただきま

す。 
 

（１０）関連組織への加入 
加盟店はダスキンメリーメイドフランチャイズチェーンとして事業展開を行う間、

本部と加盟店とで組織するダスキン全国ケアサービス加盟店会等の関連組織に加

入し、別途定められた会費を負担していただきます。 

（１） ダスキン全国ケアサービス加盟店会 

※加盟調印日より起算して入会となります。 

（２）あい・あいくらぶ 

（３）広げよう愛の輪運動基金 

 

（１１）各種勉強会、研修会への参加 
ダスキンメリーメイド事業のイメージ統一、サービス水準の維持、および情報の共

有を図るため、本部の指定する定例と随時、有償または無償とを問わず各種会議、

研修、勉強会などに参加していただきます。 

 

（１２）交通安全教育の実施及び報告 
加盟店は、交通安全の徹底を図るため、自己の責任において、自己の従業員及び事

業活動の協力者に対し、本部が定める内容に従って交通安全勉強会を実施するもの

とし、これを実施したときは、本部に対し、本部所定の実施報告書を提出するもの

とします。 

 

（１３）組織員登録 
加盟店は、メリーメイド事業に携わる組織員を、働きさん、アルバイト、パート等

を問わず、加盟店内で登録を行い、また、別途定める方法で本部にも登録していた

だきます。 

 

（１４）決算報告 
① 加盟店は、適正な経営判断のため、メリーメイド事業と他の事業を区別して会

計を行い、適正な申告，納税を行っていただきます。 

② 加盟店はそのメリーメイド事業に関する毎月の店舗毎の月次決算書を、本部指

定の様式により、翌月の１５日迄に、本部に提出していただきます。 

③ 加盟店は、その事業体の定める決算期に応じ、その年度の損益計算書と貸借対

照表を、決算月後の３ヶ月以内に本部に提出していただきます。 

 

（１５）本部に帰属する無体財産権の保護 
① 加盟店は、本部に帰属する無体財産権等を第三者が侵害したとき、または侵害

するおそれを発見したときは、その事実をすみやかに本部に通知し、本部のと

る防御措置に協力していただきます。 

② 加盟店が本部の定める方法によらずに本部の商標等もしくはこれに類似する

商号、商標、意匠、サービスマーク、著作物等を使用登録することはできず、

また、本部の商標等を用いてフランチャイズ契約におけるメリーメイド事業以
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外の事業展開を行うこともできません。 

 

（１６）事業展開における協調 
① 他店の営業を尊重し、フランチャイズ加盟店全体の成果を上げるよう努力して

いただきます。 

② 他店との紛議は原則的には、お店の間で解決していただきます。 

③ 他店の組織員の意図的な引き抜き行為をしてはならないものとします。 

 

（１７）許認可の届け出 
諸法令に基づいて開業にともなう手続きを行っていただきます。 

 

（１８）ＩＳＯ１４００１の推進 
株式会社ダスキンにおけるＩＳＯ１４００１の継続・推進に当り、回収汚水・残

薬剤の適切な処理を行って頂きます。 

① 店舗は原則として公共下水道を利用するものとし、要件が満たせない場合は汚

水回収タンクを設置の上、産業廃棄物処理を行ったうえで廃棄証明書を取得し、

本部へ写しを送付するものとします。 

② 本部で定められた汚水、残薬剤などはサービス先では廃棄をせず、持ち帰るも

のとします。 

③ 開業前点検において店舗の汚水・薬剤処理方法が適切でないと判断された場合

は、改善されるまでの間は開業できません。 

 

 

以 上 
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別紙■情報連携システム・店舗業務システムへの接続方法 

システムの利用にはインターネット接続環境が必要になります。その際には指定の検疫方

法を、 

下記のいずれかより選択いただき、加盟店負担にて導入していただきます。 

① ルータ方式（ハードウェア VPN） 

② ＵＳＢ認証キー方式（ソフトウェア VPN） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの接続方法のメリット・デメリットは以下のとおりです。 

  ハードウェアVPN（ルータ） ソフトウェアVPN（USB認証キー） 

運用面 
メリット 端末追加・変更時の対応が簡単 

情報連携システムで使用している回線・プロ
バイダをそのまま使用可能（情報連携システ
ム導入済みダスキン加盟店の場合） 

デメリット 検証済み回線（NTT東西等）でのみ接続可 
端末追加・変更時にUSB認証キーの発行申
請が必要 

導入・ 

費用 

メリット   
・導入費用がハードウェアタイプより安価 
・導入までの日数が短い（５日～１０日） 

デメリット 
・導入費用がソフトウェアタイプより高価 
・導入までの日数が長い（1か月～２か月） 

  

 

【参考】ハードウェアＶＰＮを選択される場合 

・既に情報連携システムをご利用の場合、既存回線・プロバイダを変更していただく場がま

す。 

・万一の通信回線障害発生に備えてバックアップ回線の有無も選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2016 年 5 月現在の参考費用（消費税別）です。価格は変動する場合がありますので、導

入時には最新の情報をご確認ください。 

・上記費用は既存回線の使用料、既存契約のプロバイダ費用とは別に発生します。 

・既存回線の状況により初期費用（工事費）が変動する場合があります。 

・既存回線が NTT 以外で I P 電話をご利用の場合、ルータ設置後に利用できなくなる場合

があります。 

加盟店にて選択 

バックアップ回線 なし

メイン回線
（フレッツ光）

バックアップ回線
（Xi）

メイン回線
（フレッツ光）

初期費用 ルータ機器 ¥70,000 ¥73,000 ¥70,000
ルータ機器設定 ¥20,000 ¥20,000 ¥20,000
VPN機器設定 ¥15,000 ¥15,000 ¥15,000
回線契約料 ¥1,000 ¥1,000 ¥1,000
回線開通工事 ¥30,000 ¥0 ¥30,000

小計 ¥136,000 ¥109,000 ¥136,000
合計

月額回線利用料 回線利用料 ¥5,500 ¥5,000 ¥5,500
ルータ保守料 ¥800 ¥800 ¥800

小計 ¥6,300 ¥5,800 ¥6,300
合計

バックアップ回線 あり

¥12,100

¥245,000



 31 

「フランチャイズ契約締結のためのチェックリスト」説明確認書 

 

 

項      目 
頁

数 

確  認  印 

説明者 加盟者 

フランチャイズ契約のご案内 2   

ダスキンメリーメイドフランチャイズチェーンへの加盟を希望

される方へ 
3   

第Ⅰ部 株式会社ダスキンについて 

１．わが社の経営理念 

（１）ダスキン経営理念  （２）企業目的 
6   

 ２．本部の概要   

     商号･所在地･資本金･設立･事業内容･他に行っている事業  

   の種類･事業の開始･主要株主･主要取引銀行･従業員数･本 

   部の子会社の名称及び事業内容･所属団体･沿革等                     

6 

  

 

 

 

 ３．会社組織図 10   

 ４．役員一覧 12   

 ５．直近３事業年度の貸借対照表及び損益計算書 12   

 ６．売上・出店状況 14   

 ７．加盟者の店舗に関する事項 

・直近 3事業年度の各事業年度内に新規に営業を開始した 

 加盟者の店舗数 

・直近 3事業年度の各事業年度内に解除された契約に係る 

 店舗数 

・直近 3事業年度の各事業年度内に更新された契約に係る  

 加盟者の店舗数及び更新されなかった契約に係る加盟者  

 の店舗数 

14 

  

 

 

 

 

 

 ８．訴訟件数 14   

第Ⅱ部 フランチャイズ契約の要点  

 １．契約の名称 15   

 ２．売上･収益予測についての説明 15   

 ３．加盟に際しお支払いいただく金銭に関する事項 

(1) 加盟金     (2) 保証金 

(3) 初期キット(資器材・販促助成物・店内研修ツール費) 

(4) 研修費     (5) 店舗看板費 

15 

  

 ４．オープンアカウント、売上金等の送金 17   

 ５．オープンアカウント、金銭の貸付・貸付の斡旋等の与信利

率 
17 
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 ６．加盟者に対する商品の販売条件に関する事項 

 (１) 加盟者に販売又はあっせんする商品の種類 

(２) 商品等の供給条件  (３) 仕入先の推奨制度 

(４) 発注方法      (５) 売買代金の決済方法 

(６) 返品        (７) 販売方法 

17 

  

 ７．経営の指導に関する事項 18   

 ８．使用していただく商標、その他の表示に関する事項 19   

 ９．契約期間、契約の更新及び契約解除に関する事項 

(1) 契約の期間   (2) 更新の条件及び手続き 

(3) 契約解除の要件 (4) 契約終了の手続き 

(5) 契約解除によって生ずる損害賠償金の額又は算定方法等 

19 

  

１０．定期的にお支払いいただく金銭に関する事項 

(1) ロイヤルティ  (2) 広告分担金 

(3) 店舗業務システム導入(コンピュータシステム使用料) 

(4) 損額賠償責任保険  

(5) ダスキンネットワーク計画への参画と情報連携システム

導入 

 

21 

  

１１．その他、本部を対象としない支払いについて 23   

１２．店舗の営業時間･営業日･休業日について 24   

１３．テリトリー権の有無及びその内容について 25   

１４．競業禁止義務有無及びその内容について 25   

１５．守秘義務の有無及びその内容について 25   

１６．店舗の内外装等についての特別義務 25   

１７．契約違反をした場合の違約金、課される義務について 25   

１８．事業活動上の損失に対する補償の有無及びその内容等 26   

１９．加盟者に課する特別の義務について 26   

後記１．「フランチャイズ契約締結のためのチェックリスト」 

    説明確認書 
 

  

以下について、自署により記名の上、捺印のこと。 

                       平成  年  月  日 

 

説明者 

・私         は、フランチャイズ契約に関する上記全ての項目を説

明し、加盟希望者の理解をいただきました。 

説明者                  印 

 

加盟希望者 

・弊社（私）         は、フランチャイズ契約に関する上記全ての

項目について、説明者より説明を受け、理解しました。 

 

加盟希望者                印 


